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第18回全国大会（長崎大学開催）報告およびお礼

パネルディスカッションでのひとこま
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2.

参加者揃っての集合写真

2019年度ICCO短期集中セミナー報告 



2020年度第19回全国大会に向けて 

次期全国大会
2020年7月11・12日　近畿大学
（10日にエクスカージョンを予定）

共通論題・自由論題の応募をお待ちしております。

【共通論題の募集】締め切りは2019年12月末（必着）

【自由論題の募集】締め切りは2020年3月20日（必着）

2020年度第19回全国大会に向けて

3.

事務局からご連絡

・学会費に関して

学会費を未納の会員の方がいらっしゃいます。お手
数ではございますが早期の納入をお願い致します。

・住所・所属変更に関して

ご住所・ご所属等の変更がございましたら学会事務
局までご一報いただければ幸いです。



【共通論題１】 研究者トライアンジュレーションで見えてくるもの
―カザフスタンの英語教育推進事業を事例として

岩野雅子（代表）、バジルガラモヴァ・アセル、アクメトバ・サルタナ、大場智美

深松亮太（代表）、田島樹里奈、月野楓子、木原誠（コメンテーター）
【共通論題２】「暴力」と表象―政治と文化における接合点の模索

４.

第18回　全国大会　発表要旨



【共通論題３】グローバル化におけるアジア社会と宗教文化の変容
　　伍嘉誠（代表）、清水香基、Lim Taiwei 、滝澤克彦（コメンテーター）

５.



【共通論題4】 国際文化学としてのフランス文化教育
　　高橋梓（代表）、松井真之介、山川清太郎

【共通論題5】スポーツと政治
―1934年の第10回極東選手権競技大会から1940年の東京五輪へと至る過程を中心に

鈴村裕輔（代表）、冨田幸祐、中村哲也
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7.

写真

基調講演に耳を傾ける参加者の皆様 基調講演中の王向華（香港大学）氏

公開シンポジウムにおけるパネルディスカッション フロアの皆様との活発なやり取り



【自由論題A】 
記憶と和解

【自由論題B】
宗教と社会の多様性

　首藤明和（司会）、Tinka DELAKORDA KAWASHIMA、
根本雅也、桐谷多恵子、土屋明広

　小川忠（司会）、ビラール・イリヤス、亀山光明、
市岡卓、森島豊

8.



【自由論題C】
歴史と伝統の再検討

9.

菅野敦志（司会）、藤田賀久、任暁艶、梅山秀幸



10.

【自由論題D】
統合と差異のポリティクス

　渡辺愛子（司会）、斉藤理、田中佑実、土谷岳史

【自由論題E】
国際変動の過去・現在・未来

牧田東一（司会）、阿部 純、
吉川純恵、坂口可奈、飯森明子

【自由論題F】
表象の中の社会と歴史
葉柳和則（司会）、中川拓哉、
林宜佳、髙住直樹、鄺知硯



11.

【自由論題G】
異文化交流の実践

　上原良子（司会）、山口祐香、相原征代、
大場智美，中野聡



【自由論題I】
越境する人、文化、アイデンティティ

岡田浩樹 （司会）、古家聡、増渕佑亮、
大槻くるみ、長妻三佐雄

【自由論題H】
思想と言語からたどる日本社会

杉村美紀（司会）、賽漢卓娜、王維

12.



エクスカージョンのご報告

垣内キリシタン墓地

大野教会
百周年記念碑

旧出津救助院の外にて記念写真

大野教会
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国際文化学会　若手研究者紹介
今回の「国際文化学会　若手研究者紹介」のコーナーには、山口祐香氏（九州大学大学院）に、そ
して、「平野健一郎受賞者紹介」のコーナーには高橋梓氏（近畿大学）にご寄稿を頂きました。

14.

学会発表中の様子（国際高麗学会全国大会） 慶大学での北東アジア若手研究者セミナーにて
（手前から2列目、左から2人目が山口氏）



　高橋梓氏（近畿大学講師 ）は、第9回平野健一郎賞を受賞され、第18回の全国大会において
表彰式が行われました。受賞論文は「堀辰雄『大和路・信濃路』の半跏思惟像の表象に見る普遍
文化的特性ーマルセル・プルースト受容との関連において」です。

第9回平野健一郎賞の受賞式

15.

国際文化学会　平野健一郎受賞者紹介



　今回の全国大会は長崎県長崎市の長崎大学文京キャ
ンパスで開催されました。歴史ある長崎で、非常に温かい
雰囲気の中、大会は進められました。一つ一つの発表は
国際文化を考える上で非常に興味深く、有意義なもので
した。フロアーとのやり取りも活発で、発表が終わった後
も教室で残って話し合いが行われるなど、非常に盛況で
した。
　特に興味深かったのがICCO発表会での参加学生3名
によるプレゼンテーションです。合宿という限られた時間
の中で、初めて出会ったチームメートと沖縄でのフィール
ドワークを豊かに行った様子がとても伝わってきました。
学生はもちろんですし、それを支えられた先生方にも深
い敬意を抱きました。
【学会事務局：竹内】

事務局からのお知らせ

【研究会募集のお知らせ】

【年報『インターカルチュラル』博士論文紹介記事の投稿を募集しています】

ICCO発表会の様子
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